
 

 
 

 

   
 

 

 

 

 

 
 

 

 

WARASHIBE という名前は、１本のわらしべを次々と高価なモノと交換して、ついに

長者になるという日本昔話の「わらしべ長者物語」が由来です。 
 

 

 

 

コミュニティ、新しい友だちをつくり 

「モノ×モノ」・「モノ×コト」・「コト×コト」交換で 

お互いをたすけあう  交換コミュニケーションメディア！ 
 

わくわく 新しい コミュニケーション体験。 
 

       うきうき 楽しい たすけあい コミュニティ＆友だちづくり。 
 

                           きらきら 幸せと喜びのシェアリング。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お互いの善意と絆、思いやりを大切にして、自分の使わなくなった

モノ、誰かに使って欲しいモノ、自身の才能、知識、空いている時間

であるコトを交換して、お互いを助けあう SNSです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  モノ・コト交換機能；新しいお友だちと出会い、たすけあいモノ・コト交換が簡単にできます。 
  

２  メッセージ機能；気になった人、お友だちと簡単、気楽にメッセージ交換ができます。 
 

３  コミュニティ作成機能；好きなコミュニティを作って新しい友だちをたくさんつくることができます。 
 

４  コミュニティ参加機能；みんなが作った楽しいコミュニティ、興味あるコミュニティに気軽に参加できます。 
 

５  イベント作成、開催機能；コミュニティの新しい友だちとわいわい楽しいイベントを簡単に開催できます。 
 

６  トピック機能；コミュニティ内でお友だちとトピック（話題）を気軽に楽しくおしゃべりができます。 
 

７ わらしべストーリー機能；モノ・コト交換の意外な展開のツナガル旅ストーリーをみんなに見てもらえます。 

 

「社会・環境のシェアリングコミュニティを育てる地域の暮らし、地域経済の活性」 

 

・地域の希薄化・社会的孤立などの社会問題の解決を目的に構築。 
 

・新しいたすけあいライフスタイル（空間的互助会）の提供。 
 

・地域余剰資源（モノ＝物品、機能・コト＝知識、経験）の有効活用。 
 

・世代間交流による未来につながる地域文化、地域経済圏の創造。 
 

・大都市圏と地方経済をつなぐプラットフォームの創造。 
 

・お互いを助けあう「ココロ」を育てるプラットフォームの創造。 
 

[目標]SDGｓ支援 みんなで 物々交換ギネス世界記録に挑戦！ 
 

「開発を考えるきっかけ」・・・２０１１年東日本大震災、想像を絶する光景、状況の中で困難極まる救助活動をして

いる仲間の活動をテレビで見た時に・・・「退職した自分は社会のために役に立っているのか？」、２０１２年ウルグアイ

大統領ホセ・ムヒカ氏の世界環境会議での衝撃的なスピーチでした。このスピーチは、世界経済発展が必ずしも世界の人々

の幸福につながってはいない、経済発展により、地球環境の破壊、地球資源の浪費になっているという内容でした。 

 人命救助に懸けてきた仲間のオーラを感じた衝撃的な瞬間、そしてホセ・ムヒカ氏のスピーチを聞いた体験が「人々に

必要とされる社会システムを創造する」。「日本の社会問題を解決する」。という「核」となりました。 

私は、WARASHIBE を創造することで、日本の社会問題を解決、循環型社会の実現をしたいと考えています。 

                                                  元東京消防庁職員 橋口憲隆 
（問い合わせ） 

レイ企画 株式会社 http://www.reikikaku.com 
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